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1. はじめに 
 近年，マスコンクリート構造物における温度ひびわれ及び収縮ひびわれ制御を目的として，低発熱・収縮抑

制型高炉セメント（以下 LB）が適用される事例が増えている。この LBは高炉セメント B種の JIS規格範囲

内で SO3量を約 4%に調整し，比表面積の小さい高炉スラグを置換率 58%とした高炉セメントである。 

LBが開発された当初は，設計基準強度 24N/mm2程度の AE減水剤使用のコンクリート（以下 AE配合）に

適用されることが多かったが，近年では設計基準強度 40N/mm2程度の高性能 AE 減水剤使用のコンクリート

（以下 SP配合）にも適用される場合が生じている。 

この LBは，低発熱及び収縮抑制という特性のほかに AE配合では一般的な高炉セメント B種（以下 BB）

に比べ単位水量低減効果が期待できるが，SP 配合ではこの単位水量低減効果により高性能 AE 減水剤の添加

量が著しく少なくなることでスランプロスが大きくなる問題が発生している。 

 そこで，本報告では LBのような単位水量低減効果のあるセメントに適した高性能 AE減水剤の改良を行い，

従来の高性能 AE減水剤とスランプの経時変化を比較することでその改良効果について検討した。 
 

2. コンクリートの配合及び混和剤添加量 

2.1 コンクリートの配合 
使用材料を表 1に示す。高性能 AE減水剤には一般的な

高性能 AE減水剤（以下従来型）2種類と従来型と同一 SP

配合で添加量が 1.0%程度になるよう改良した高性能AE減

水剤（以下改良型）2種類の合計 4種類を用いた。 

配合は，セメントを LBとして 4配合、BBとして 2配合

の合計 6配合とし，練り上がり時のスランプが 18±2.5cm，

空気量が 4.5±1.5%となるよう混和剤添加量を調整した。 

2.2 混和剤添加量 

 図 1に各配合の混和剤添加量と練り上がり時のスランプを示す。 

従来型と改良型の添加量を比較すると，セメント種別に関係なく同一スランプを得るのに改良型は従来型の

約 1.5倍～2.0倍程度添加量が増加している。（配合 1と 2の比較では、他の配合に比べスランプの差が大きい

ため添加量の差は参考程度） 

 キーワード 低発熱・収縮抑制型高炉セメント，高性能 AE減水剤，経時変化 
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表 2 コンクリートの配合 

W/C ｓ/ａ SP AE

（％） （％） Ｗ LB BB S1 S2 G （C×％） （A）

1 従来型 SP1 0.6 1 .0

2 改良型 SP2 0.8 3 .0

3 従来型 SP3 0.4 0 .0

4 改良型 SP4 0.8 0 .5

5 従来型 SP1 0.5 0 .5

6 改良型 SP2 0.8 3 .0

※AE助剤はSP1、2使用時はAE1、SP3、4使用時はAE2を使用

配合
No.

高性能AE減水剤
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単位量　（kg/m3）
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―
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3．試験結果 

3.1 スランプの経時変化 
各配合において経過時間 60 分までのスランプ変化量を

図 2に示す。 

試験結果は，セメント種別に関係なく添加量が多い改良

型の方が従来型に比べスランプロスが少なく，2種類の改

良型ともに経過時間 30 分以降にスランプロスし始める傾

向であった。 

従来型の比較でSP1とSP3のロス量に違いが見られるが，

これは練り上がり時のスランプが違うことと配合内容の

違い，特に高性能 AE減水剤添加量の違いが影響している

ものと考えられ，添加量の少ない SP3のロス量が大きいこ

とから当然ではあるが混和剤添加量がスランプの経時変

化に与える影響を確認することができる。 

3.2 従来型と改良型での強度比 
図 3は各材齢での改良型／従来型の圧縮強度比から混和

剤の違いが圧縮強度に与える影響を確認した。 

どのケースも強度比 0.9～1.1の範囲であり，極端な強度

低下あるいは強度向上は確認できなかった。 

 

4．まとめ 
①一般的な高炉セメント B 種に比べ単位水量低減効果が

期待できる低発熱・収縮抑制型高炉セメントに適する

よう改良した高性能 AE 減水剤の性状をスランプの経

時変化、圧縮強度について確認した。 

②改良した高性能 AE 減水剤は従来のものよりスランプ

ロスを改善することができた。 

③スランプロスを小さくするためには高性能 AE 減水剤

をある一定量以上添加する必要があると考えられ，最

低添加量の把握は今後の継続的な試験データの蓄積が必要であると思われる。 
 

謝辞： 本検討にあたり，BASF ポゾリス㈱並びに㈱フローリックの多大な協力がありましたことを報告し，

深謝致します。 

スランプ 空気量 Con温度 スランプ 空気量 Con温度 スランプ 空気量 Con温度

（cm） （%） （℃） （cm） （%） （℃） （cm） （%） （℃）

1 従来型 SP1 18 .5 5.2 18.0 13 .0 5.2 18 .0 8 .5 4 .5 18 .0 28 .2 44 .5 51.0 53.4

2 改良型 SP2 15 .5 4.1 18.0 15 .0 4.1 18 .0 12.5 4 .7 18 .0 27 .7 44 .1 50.0 52.7

3 従来型 SP3 16 .5 4.8 21.6 6 .5 3.8 21 .1 ― ― ― 25.6 38 .8 42.0 46.3

4 改良型 SP4 16 .0 5.9 20.7 16 .0 5.9 20 .7 10.0 4 .6 20 .6 25 .6 40 .0 44.4 45.8

5 従来型 SP1 18 .5 4.2 18.0 13 .0 3.5 18 .0 7 .0 2 .7 18 .0 29 .7 48 .5 55.6 57.5

6 改良型 SP2 19 .0 4.0 18.0 18 .0 3.8 18 .0 16.0 4 .0 18 .0 29 .2 47 .9 52.3 54.3
BB

圧縮強度（N/mm2）
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No.
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材齢
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材齢
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高性能AE減水剤
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種別
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練り上がり 60分後30分後
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7日
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表 3 経時変化及び圧縮強度試験結果 

図 1 混和剤添加量と練り上がり時のスランプ 
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図 2 スランプの経時変化 
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図 3 従来型と改良型との強度比 

0.90

0.92

0.94

0.96

0.98

1.00

1.02

1.04

1.06

1.08

1.10

No.2/No.1 No.4/No.3 No.6/No.5

圧
縮
強
度
比
（
改
良
型
/
従
来
型
）

材齢7日 材齢28日 材齢56日 材齢91日

土木学会第65回年次学術講演会(平成22年9月)

 

-1384-

 

Ⅴ-692

 


